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中日間における「教育」の近代化














































1820–1903）という英国の著名な哲学者が著した On Educationの第 1章「What Knowledge 
is of Most Worth?」である。タイトルに使われている「肄業」は、Educationの訳語である





人の任申茂（廷旭）によって翻訳された。原書は Education in Japanである。1872年初め、
駐米日本代理公使の森有礼は、アメリカ教育界の有識者に手紙を送って日本の教育改革に
ついて意見を求めた。翌年、森は、受け取った 13通の返信を 1冊にまとめて、D. 
Appleton and Company（New York）に持ち込んで出版した。それが Education in Japanである。
また、森は 13通の返信を、自分の蒐集したアメリカ教育資料と一緒に日本政府に提出した。
さらに日本語に翻訳するつもりであったが、実際には、未完のまま頓挫している。『文学
興国策』は、Education in Japanの中国語訳であり、「文学」という語は Educationの訳語
である。
5　教育　この訳語は、羅存徳の『英華字典』と鄺其照の『華英字典集成』に見られるが、
1　Technical Terms, English and Chinese. Prepared by the Committee of the Educational Association of China. 
Shanghai: Printed at the Presbyterian Mission Press, 1904,  p. 144. 
表 1　早期英華辞書におけるEducation 訳語




Education of youth, 教順幼少 1822
英華韻府歴階 衛三畏 Educate, 教訓Education, 教学 1844
英華字典
（巻一） 麦都思
To educate, 教養, 育, 毓 ; to teach, 教訓, 教習, 教導, 教管, 教誨
Education, 教学, 教道 ; education of youth, 教訓幼少 1847
英華字典
（巻二） 羅存徳
Educate（to bring up）養育, 教養, 教育, 育 ;（to teach）教, 教訓, 掌教, 教導, 
教誨, 教化, 開化, 開導, 教習
Educating（instructing） 教養, 教育, 養育
Education（the bringing up, as of child） 養者, 育者 ;（instruction）教者, 教訓, 
教学 ;（the course of education）教之道 ;（the education discipline）教法 ;（the 
education of children）仔女之教訓, 子女之教育
1867
華英字典集成 鄺其照 Educate, to,  教養, 育, 教 ; Education,  教学, 学, 教育 1868
英華萃林韻府
（巻一） 盧公明
Educate, 教訓, 教養, 読書, 教示 ; Education, 教学, 教道 ; youth of 教訓幼少 1872































の Linus Pierpont Brockett（1820–1893）が著した History and Progress of Educationの 1869年
版である。同年 11月、大橋淡が口訳し、黒沢宗明が筆記した『波氏学校教育説』も太平
学校（秋田）から刊行された。その原書は、アメリカ人 John Seely Hart（1810–1877）の著









Alexander Jacob Schem（1826–1881）が編纂した The Cyclopaedia of Education: a Dictionary of 

















































Some Thoughts Concerning Educationの中で、初めて心身二元論に基づいて、Education概念














































































東京 : 競英堂　1883年 10月
9 教育学 土屋政朝 徳育、智育、体育 東京 : 辻謙之介　1883年 11月
























































教育段階 体育 智育 徳育
幼年部 衛生清潔之事、遊戲、手工
誦読、習字、佛語、歴史、地理、
計算、図案、理科博物初歩、唱歌
修身
初等科 同上 誦読、習字、佛語、歴史、地理、
法制、算術、幾何学、図案、理科
博物初歩、農業及園芸中等高等科
並同
修身
中等科
衛生清潔之事、遊戲及体操、
兵式体操、手工
修身
高等科 同上 修身
このほか、『東遊叢録・学校図録・三島博士衛生図説』の中に、三島講座に使用された
図も収録されている。次頁の図はその一部であり、「教育」と「三育」の関係を表している。
日本教育考察記のほかに、「三育」を中国へ伝えたものとして、教育学関係の訳書がある。
前述の王国維訳『教育学』（1901年）の中では、「教育」を「身体上教育」と「精神上教育」
に区別する。その第二編第一・二章の所論によると、「身体上教育」は「体育」、「精神上
教育」は「心育」と省略し、さらに「心育」を「知識之教育」と「実行之教育」に分けて、
前者を「智育」、後者を「徳育」と省略している。清末から民国初期にかけて、このよう
な教育学に関する訳書は多数あり、そのうち、「三育」について言及した書籍のほとんど
で「徳育・智育・体育」という言葉が使われている。
1903年の旧暦 7月に刊行された汪栄宝・葉瀾編纂の『新爾雅』は、「三育」について以
下のように述べている。
陶冶人之徳性、而使躬行実践者、謂之德育
4 4
。発達人之身体、而使堅強耐労者、謂
之体育
4 4
。増長人之知力、而使見理名透者、謂之智育
4 4
。 
8
すなわち、「人の徳性を陶冶して躬行実践させるは、これを徳育といい、人の身体を発
達させて堅強耐労にならしめるは、これを体育といい、人の知力を増長させて明透に理を
見させるは、これを智育という」と。
このように「徳育・智育・体育」という「三育」は、専門辞書で成立したが、辞書にと
どまらず、政府が発布する公文書でも使われるようになった。1903年の旧暦 11月に頒布
された張之洞らの手による『学務綱要』の第一条に、「外国学堂于智育・体育外、尤重徳育、
中外固无二理也」 
9
　（外国学堂は、智育・体育の他、尤も徳育を重んじ、中外とも固より二つの
理無きなり）とある。
1903年が、「三育」にとって画期をなす年であることは明らかである。この年をもって、
「徳育・智育・体育」という「三育」の言葉・概念が、専門書、専門辞書、さらに公文書
7　呉汝綸編『東遊叢録』、東京：三省堂 1902年 10月、「文部所講」85-87頁。
8　前掲汪栄宝・葉瀾編纂『新爾雅』、53頁。
9　舒新城編『中国近代教育史資料』、北京：人民教育出版社 1961年、199頁。
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169
にも定着したのである。
おわりに
要するに、「教育」はもともと用例の多くない一般用語であったが、
Educationと出会い、その近代化が始まってから、専門用語になり、近代的「三育」の概
念が含まれるようになったのである。そして、その過程は文化交流によって展開・完成し
たのである。近代的 Educationが西洋から中国、西洋から日本へとそれぞれ伝わり、そし
てその訳語にあたる「教育」が日本から中国へと伝わる、という三つのルートを通じて展
開したのである。
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